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(医師の話)
歓迎の言葉

　皆さん今日は。第4日目の「5日でたばこがやめられる」禁煙教室に、ようこそおいでくださいました。今回のこの禁煙教室も、いよいよ4日目を迎えました。この24時間、たばことの戦いはいかがでしたか?

　皆さんの中に、特につらい戦いを強いられて、苦しんでいるかたがありましたら、今日の会合の後で、私でも、また私たちスタッフの誰でも結構ですから、声をかけて、遠慮なく個人的に相談なさってみてください。私ども、何かのお役にたてればと思っています。

3日目の復習

　昨日から、1本もたばこを吸わなかったかたは、手を挙げてくださいませんか。
ありがとうございます。よく頑張ってくださいました。あるかたは、離脱症状のピークを乗り越えて、楽になり、もう大丈夫という感じがしているかと思いますが、いかがですか?　そのようなかたがありましたら、手を挙げてくださいませんか?　ありがとうございます。

　あるかたは、もうたばこから解放されて、胃腸の働きが良くなり、食物の匂いや味が今までよりもよくわかるようになり、食事が大変おいしくなった、と感じているのではないでしょうか?　そのようなかたがありましたら、手を挙げてくださいませんか?　ありがとうございます。　自分はまだかなりつらいというかたもあると思いますが、ちょっと手を挙げてくださいませんか?　有難うございます。どのような症状がでていますか?

　一番つらいのはどのようなことですか?　でも、もう1日位でずっと楽になるはずです。もう一息、がんばってくださいね。つらい時期は、もう長くは続きません。

　明日、ここにいらっしゃる時には、今よりもずっと楽になっているでしょう。それと同時に、たばこを吸わないための良いことも感じられるはずです。

　最善をつくしたけれど、つい、1本か2本吸ってしまい、たばことの縁がまだすっかり切れていないかたもあるかもしれませんね。しかし悲観しないでください。弱気になってはいけません。すでに幾度もお話したように、もう一度やってみようという気持ちさえあるなら、禁煙に失敗したのではありません。この禁煙教室も、あと1回を残すのみとなりましたが、あなたも是非この機会を逃さないように、がんばってください。

たばこと胃腸の病気

　皆さんの中には、はじめてたばこを吸ったとき、吐きそうになったとか、またあるとき、たばこを吸い過ぎて、胃の調子がおかしくなったとか、一時たばこをやめたら胃の調子が良くなった、というような経験をお持ちのかたも少なくないと思います。このようにたばこは、胃腸の働きと深い関係があります。

　皆さんが健康診断のために、病院で胃のレントゲン検査を受けるときには、検査の前には食事をしないで、胃を空にしておくと同時に、たばこを吸わないように注意を受けるでしょう。バリウムを飲んで透視をしながら、実験的にたばこを吸わせてみると、たばこを吸った途端に、胃や腸が勢いよく動き出すのが見られます。たばこは、胃や腸の動きを刺激します。

　このようなたばこの性質を利用して、毎朝、トイレの中でたばこを吸い、便通をつけている人もあります。そのような人は、たばこをやめると、しばらくの間、便秘する傾向が現れるかもしれません。水分を充分にとって、果物や野菜をいつもより多めに食べてください。

　たばこを吸ったときに見られる胃や腸の働きの変化は、胃腸の働きをつかさどっている神経や血管もたばこの煙の成分が作用するためですが、そのうちでもニコチンは、胃腸を刺激して導動を盛んにし、胃酸の分泌を多くし、膵臓から分泌される膵液の重炭酸塩を少なくします。

　またフアイバースコープという機械を使って、胃の中を観察しながらたばこを吸わせると、胃の奥にある十二指腸の内容が胃に逆流したり、胃の粘膜の血管が収縮したりして、胃粘膜の色が白っぽくなることなどがわかります。このような変化が、病気に対する胃や十二指腸の抵抗力を弱くし、その結果、時としては炎症がおきたり、潰瘍ができたりすると考えられます。

　胃が分泌する消化液が胃液ですが、胃液には、胃酸と呼ばれる強力な塩酸や、蛋白質を分解するペプシンという酵素が含まれていて、食物が胃の中に入ってくると、胃酸とペプシンの作用によって蛋白質の分解が始まります。

　口から細い管を飲み込ませて胃液を取ってコップに入れ、その中に肉の切れはしを一晩浸して置くと、肉片は消化されて、ぼろぼろにとけてしまいます。

　胃や十二指腸の粘膜も、やはり蛋白質でできていますから、胃の一部を切り取って胃液の中に浸して置くと、強力な消化作用によって、同じようにとけてしまいます。しかし体の中では、自分の胃や十二指腸の壁が、自分自身の胃液の強力な消化作用を受けても、とけないように、特別な仕組みになっています。

　しかし悪い条件が重なると、胃や十二指腸の粘膜も、自分自身の胃液で消化されてしまい、粘膜に穴があいて潰瘍ができます。これが胃や十二指腸の消化性潰瘍と呼ばれるものです。

　胃のあたりに不愉快な感じや重い感じがしたり、胸やけがして酸っぱいものが胸にこみ上げてきたり、みぞおちのあたりの痛み、とくに空腹の時に胃の痛みが強く、何か食べると痛みが一時的に軽くなります。時には、血液やコーヒー色の液体を吐いたり、便が黒くなったりすることもあります。

　病気が進むと、潰瘍がだんだん大きく深くなって、胃の痛みはひどくなりますが、時には穿孔といって、胃の壁を突き抜けて穴があき、突然にひどい痛みがおこったり、ショック状態になったりすることもあります。

　また、出血がひどくなって、絶食や薬や注射などの治療では止まらなくなったり、食べ物が胃を通らなくなって、何を食べてももどしてしまうようになったりすると、手術をしなければなりません。しかし、最近では胃酸の分泌を抑える、優秀な薬ができたために、手術を受けなければならない人は、以前に比べてずっと少なくなりました。

　胃や十二指腸の潰瘍がひどくなって、亡くなった人について調べてみると、たばこを吸っていた人は、吸っていなかった人の約2倍、40本以上すっていた人では3倍近くになっています。

　また、胃や十二指腸に潰瘍がある人が、たばこを吸っていると、潰瘍の内科的治療を受けていても治りが悪く、また、一旦は治った後も、潰瘍が再発しやすい傾向がありますので、現在、潰瘍がある人はもちろんのこと、以前に潰瘍を患ったことがある人、つまり潰瘍ができやすい傾向がある人にとって、たばこは禁物です。

女性とたばこ

　男子であれ女子であれ、たばこは体に大きな影響を与え、種々の病気の原因になることには変わりはありませんが、とくに女子の場合には、妊娠、出産など、女性特有の体の働きと関連した問題があります。

また日本の場合、一般にたばこを吸う人は少なくなりつつあるにもかかわらず、女子、とくに若い女子の喫煙が増えていることが心配されています。

　日本では、以前にはたばこをすう女子が少なかったために、女子の肺がんはそれほど多くなく、「肺がんは男子の病気」とさえ言われたこともありましたが、第2次世界戦争後、女子の喫煙者が増えるにつれて、女子の肺がんによる死亡も増え始め、現在も増え続けており、男子の肺がんの数に近づきつつあるのが実情です。

　男子の場合、非喫煙者に比べて、喫煙者には肺がんはもちろんのこと、肺以外にできるがんも多いことは、ご存じのとおりですが、女子の場合も同様で、調査によると、乳がんや子宮がんも、喫煙者に多く見られます。また当然のことながら、慢性気管支炎や肺気腫などの肺の病気も喫煙者に多くなっています。

　前にもお話ししたように、たばこを吸っている人には、心臓病や脳卒中で倒れることが多いのですが、たばこを吸わなくても、経口避妊薬を飲んでいる女子には、同様に心臓病や脳卒中が多いのです。その上、たばこを吸っている女子が経口避妊薬を使いますと、心臓病や脳卒中で倒れる危険性が倍増します。

　このような経口避妊薬とたばこの関係について、経口避妊薬を使っている人が多い外国では、以前から注目されており、「たばこを吸うならピルは使うな。ピルを使うならたばこを吸うな」と言われてきました。経口避妊薬を使っている人には、ぜひ、たばこをやめてもらわなければなりません。

　また、たばこは皮膚の血管を収縮させて細くするので、皮膚の血液循環が悪くなって、顔色が冴えなくなるばかりでなく、このような状態が長い年月の間続くと、シミやシワなど、皮膚の老化による変化が早く現れるようになり、化粧ののりが悪くなると言います。
　中年以降の女子について調べると、同じ年齢の人でも、たばこを吸っている女子には、たばこを吸わない女子に比べて、皮膚にシワが多いのが目立ちます。

妊娠中の女子がたばこを吸っていると、流産や死産などの異常が多くなります。おなかの中の赤ちゃんは、胎盤を通じて母親の血液から、酸素や栄養を貰っていますが、母親がたばこを吸っていると、ニコチンや一酸化炭素も子宮や胎盤を通って赤ちゃんに送られ、子宮の中での赤ちゃんの発育を妨げます。

　生まれた時の体重が2500グラム以下の赤ちゃんを、低体重児と言いますが、たばこを吸わない母親に比べて、たばこを吸う母親から低体重児が産まれる可能性は、12倍も高くなります。

　低体重児は、お産のときに事故がおこりやすく、また、乳幼児期にもいろいろな病気にかかりやすいのです。

　世界各国で、大勢の赤ちゃんについて調べた結果によると、妊娠中にたばこを吸っていた母親から生まれた赤ちゃんは、生まれたときの体重が約200グラム少なく、また、たばこを吸っていた母親から生まれた子どもには、10歳になっても、なお身長や知能の発達に差がみられたという論文も発表されています。

　父親のたばこについては、胎児にどのような影響を与えのるか、心配はされていますが、現在、そばにいる子どもにもはっきりとした間接喫煙の害が分かっていて、その論文も世界でたくさん出るようになりました。

受動喫煙

　たばこの煙は、たばこを吸わない人にとって、部屋の中や車の中など、閉め切った場所ではもちろん、そうでない所でも、ときには非常に気になるものです。最近になって、このような他の人が吸っているたばこの煙も、ただ臭いがいやだとか、けむたいと言うだけでなく、それを吸い込む周囲の人の健康にも影響があることが分かってきました。

このように自分ではたばこを吸わなくても、他の人の、たばこの煙に曝(さら)されて、余儀なく煙をすいこむことを、受動喫煙とか、間接喫煙、あるいは不随意喫煙と呼んでいます。

　たばこから出る煙のうち、喫煙者が口から吸い込む煙を主流煙、火がついているたばこの先から立ち昇る煙を、副流煙と言いますが、一般的に言って、副流煙には、主流煙に比べて、はるかに多くの有害物質が含まれています。タール、ニコチン、一酸化炭素、フェノールなどは3倍以上、ベンツピレンは3.4倍、アンモニアは主流煙に比べて何十倍も多いのです。

　狭心症や気管支ぜんそくの傾向がある人が、たばこの煙を吸い込むと、その刺激によって、発作がおきたり、また、たばこが直接の原因でなくても、発作の程度がひどくなったりすることがあります。

　とくに体の抵抗力が弱い乳幼児では、この関係がはっきりしていて、家庭の中にたばこを吸っている人がいると、同じ家に生活している子どもは風邪をひきやすく、また、風邪のために手当てをうけても、なかなか治り難い傾向があります。

　乳幼児がいつまでもゼーゼーして、たんや咳がなかなかとまらない、ぜんそく様気管支炎という病気についての調査では、親がたばこを吸っている家庭に多く、また、親が吸うたばこの本数が多いほど、子どものこの病気も多くなっています。

　とりわけ母親が、毎日21本以上たばこを吸っている家庭では、母親がたばこを吸わない家庭よりも、ぜんそく様気管支炎になる子どもが5倍近くも多いことがわかっています。

　このような受動喫煙の影響は、子どもたちだけでなく、大人の場合にも認められ、職場での喫煙や、家庭内での喫煙が問題にされています。そのために、最近では、駅や乗り物の中など、人が集まる公共の場所や、換気がよくない閉めきった場所では、禁煙になっている所が多く、その範囲は少しずつ、広がる傾向にあります。

　このような傾向はこれからも続き、やがては外国ですでに実行されているよう'に、職場では同僚の了解がない限りはたばこが禁止されたり、喫煙は決められた喫煙場所に制限されたり、レストランでは禁煙席を設けることが義務づけられたり、国内線飛行機内はすべて禁煙になったり、たばこを吸わない人のほうが就職に有利になるなど、世の中は喫煙者にとって次第に窮屈になるでしょう。

　しかしあなたは、たばこをやめた以上、そのような不自由な生活からは解放ざれ、同時に、あなたの家族や同僚、隣にいる人に、たばこの煙で汚れた空気を吸わせなくてもすむのです。

　とくにたばこの煙の影響を受け易い、小さい子どもやお年寄り、呼吸器の病気がある人がいる家庭では、家族の健康のために、きっと喜ばれることでしょう。

　それではカウンセラーの先生のお話を伺いましょう。　　　　　　　　　　(つづく)
PAGE  
1

